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第47回　日本核医学会　関東甲信越地方会
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一　般　演　題

1．PET診療の日常

　　平野　昌章　　小坂　　昇　　藤井　恭一

　　　　　　　　　　　（国立国際医療セ・放診部）

　PET診療では，院内サイクロトロンを用いて短半

減期核種（C，N，0，　F）を製造し，それを放射性医薬品

としたのち患者に投与し，PETによってイメージン

グを行う．平成7年9月以降850件の検査を行った

が，そのうち8割は，がんの検索であった．そのため

には，18F－FDGと11C一コリンを用いる．がんの拡がり

の決定（ステージング）においては，PETの有用性が

実証された．直径3mmのがんでも検出できた例を経

験した．このほかさまざまの診療を行っているが，

この日常の模様を紹介した．

2．ファントム実験による散乱・吸収補正の検討

　　篠原　広行　　長谷部　伸　　新尾　泰男

　　内山　勝弘　　國安　芳夫

　　　　　　　　　　　　（昭和大藤が丘病院・放）

　本研究では，Prism・3000（STEP）を用い99mTcをTCT

線源とした2°1Tl　SPECTについて，1）組織等価ファン

トムを用い，TCTとECTを別々に行った場合と同時

に行った場合の線減弱係数の測定，2）厚さ3cmのア

クリル円盤の直径を6cmから21　cmまで3cmステッ

プに変化させ同心円に重ねたファントムを用い，

SPECTの線広がり関数を測定した．1）では両者の線

減弱係数の測定値に差が見られなかった．線減弱係

数の測定値は肺等価物質に対し計算値との差が大き

かったが，骨および水等価物質に対しては近い値で

あった．散乱補正を行わないと線広がり関数の全カ

ウント，ピークカウントおよびFWTMは，散乱体の

厚さが増加するにつれ大きくなったが，散乱・吸収

補正後ではそれらが散乱体の厚さに関係なくほぼ一’

定となり，Prism　3000（STEP）の定量性が確認され

た．

3．X線CTを用いたSPECTの吸収補正
　（予備的検討）

　　松田　博史　　中野　正剛

　　　　　　　　　（国立精神神経セ武蔵病院・放）

　X線CTを用いて，　SPECTの吸収補正を行う方法

を開発し，脳血流SPECTに応用を試みた．　X線CT

画像をSPECTの画像処理装置に読み込み，重ねあわ

せプログラムを用いて，X線CT像と吸収未補正の

SPECT像を合わせた．その後，　Changの方法にて，

X線CT像から吸収補正マップを作製し，　SPECT像

の吸収補正を行った．吸収補正マップの作製にあ

たってはあらかじめ，CT値と99mTcまたは1231の線

減弱係数の関係を楕円柱ファントムを用いて求め

た．頭蓋骨の想定には石膏を用い，さらに水に造影

剤を入れていくことで各CT値を作製した．本法は，

日常臨床で撮像されているCTを吸収補正に使用する

ことができるため，患者への被曝を増加させること

がなく，しかも各組織で異なる吸収を考慮した正確

な吸収補正が可能である．
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